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～集大成の夏にむけ「徹底」と「挑戦」を誓う～ 

◎令和８年春季山口県高等学校野球大会 1回戦 （オーヴィジョンスタジアム下関） 

 

 

 

 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

春季大会は、攻守に精彩を欠き、一回戦敗退の悔しい結果に終わった。 

初回の守備、四球と内野のファンブル・カバーミスが重なった内野安打、連打などが絡み一挙３

点を失った。２回は試合が落ち着き、迎えた３回の攻撃、２死２塁の好機で２番小林(3 年)が捕手

前に打球を放つも、俊足を飛ばし一塁セーフ。しかし、二走がその間にむやみに本塁突入を試み

タッチアウトで無得点に終わってしまった。その後、4 回には再び内野の悪送球が絡んで 1 失点。

攻撃の方は、四死球や失策がありながらも相手左腕から突破口を開けず、要所の送りバントもう

まくいかない場面があった。先発した主戦の網本周(３年)は、制球に苦しみながらも、直球とスラ

イダーを軸に前半までは何とか試合をまとめた。しかし、これ以上失点できない 6 回に踏ん張り

きることができなかった。6 回途中から 2 年生右腕・田村を投入するも相手打線の流れを止めら

れず、そのまま無念の 7 回コールド負けに終わった。 

相手の宇部商が強いチームであったのはもちろんではあるが、攻守に精彩を欠き、自分たちの

やるべきことができなかった。夏までに攻撃の考え方の徹底、守備走塁の凡ミスを少なくして『自

分たちからこけない』チームを目指したい。「徹底できることは 100％徹底」「挑戦する」ことを

前提に、夏の選手権に向けてチームを立て直していきたい。 

また、1 年生もレギュラー争いに加わり競争が生まれ、チームが活性化されることも期待する。 

〇下松工 出場メンバー  ※打順/守備/名前(学年)【打数-安打】 

野手:①９桐山(２年)【2-0】 ②８小林(3年)【2-1】 ③７原田(簾)(３年)【3-0】 

④３梅岡(２年)【3-0】 ⑤D田中(瑛)(3年)【3-1】 ⑥５堀本(３年)【3-0】 

⑦２網本賢(３年)【2-1】 ⑧６網本匠(３年)【3-0】 ⑨４中曽根(2年)【1-1】 

投手:  

網本周(3年) … 5回 1/3 114球、 被安打７、与四死球５、自責点６ 

田村(2年)   … 0回 2/3 ８球、被安打２、与四死球０、自責点１ 

☆新入部員情報！！ 

 この春、新たに選手１０名の新 1年生が下松工業野球部に入部しました。今回は、意欲に満ちた

１年生の「高校野球の目標」を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆令和８年度 部員数 

３年：１７名   2 年：８名   １年：1０名    計３５名 

 

☆５月末に大分遠征を実施しました 

 ５月３０-３１日に、選抜選手による大分遠征を実施しました。大分県の力がある学校４校(大

分豊府・杵築・臼杵・楊志館)と対戦させていただき、1 勝 3 敗の戦績でした。この遠征の経験

を、残りの選手権までの総仕上げに生かしていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【恒例の朝の宿舎周辺清掃活動＆ストレッチ、宿舎での食事の風景】 

☆選手権までの残り練習試合予定など 

選手権大会の組み合わせ抽選会は、 

   ６月 12 日(金)15：00～です。 

令和８年６月９日 

【第４９号】 

文責 河野 

日程 対戦校 結果 バッテリー 安打数 長打 失策

なし 24月11日 宇部商業 ●０－９ 網本周、田村 - 網本賢 4

チーム 1 2 3 4 5 6 7 8 9 R

下松工業 0 0 0 0 0 0 0 0

宇部商 3 0 0 1 0 5 × 9(7回コールド)

月　日 曜 対 戦 相 手 予定時間 場   所

6月13日 土 ①長門 ②壱岐商(長崎) 9:30～ 長門G

6月20日 土 宇部高専W 10:00～ 下松工G

6月27日 土 萩W 10:00～ 下松工G

7月4日 土 下関工科W 10:00～ 下松工G

7月5日 日 早鞆W 10:00～ 早鞆G

7月11日～ 第108回 全国高等学校野球選手権　山口大会

No. 名前 出身中学 ポジション 投/打 高校野球の目標

1 青柳　玲央 末武 捕 右/右 チームのために頑張ることができ、投手の良さを引き出せる捕手になる。

2 金田　旺介 太華 外・捕 右/右 日々の練習から努力して長所を伸ばし、試合に出てチームに貢献できる選手になる。

3 佐伯　友麻 下松 投 右/右 仲間や監督から信頼されるような投手になり、チームの勝利に貢献する。

4 武石　心颯 太華 一・投 右/右 自分にできることをしっかり考え、チームに貢献できるような選手になる。

5 田中　隆葵 柳井 投 左/左 投手として制球を磨き、四死球を抑えて試合を作れるようになる。甲子園出場目指し練習する。

6 中野　陽斗 末武 三 右/右 レギュラーになり、チャンスで1本打てる勝負強い打者になってチームの勝利に貢献する。

7 羽田野　郁人 島田 遊 右/右 日々の練習を大切にし、心身共に成長して走・攻・守すべて揃った選手になる。

8 藤田　瑛弐 末武 外 右/右 １年秋からレギュラーを勝ち取り、走攻守どれをとっても弱点のない選手になる。

9 藤原　蒼介 島田 二 右/右 基礎を大切にし、指導者に教わったことをすぐに身につけ、日々努力していきたい。

10 三津田　大輝 太華 二 右/右 日々の練習を大切にしていき、足りない技術は自主練で補ってチームに必要とされる選手になる。


